
　

第
7
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
等
の
要
旨
と
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

の
実
現
へ
向
け
た
速
や
か
な

対
応
を
求
め
る
た
め
、
関
係

省
庁
へ
直
訴
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

要
旨　

　

令
和
３
年
の
出
生
数
は
81
万

１
６
０
４
人
で
、
過
去
最
少
と

な
っ
た
。
少
子
化
克
服
に
向
け
、

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は

き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
は
そ
の
大
事
な
一

手
で
あ
る
。

　

国
に
よ
る
と
、
令
和
２
年
度

の
出
産
費
用
の
全
国
平
均
額

は
、
正
常
分
娩
の
場
合
、
約
46

万
７
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
費
用
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。

　

国
は
、
２
０
２
２
年
１
月
以

降
の
分
娩
か
ら
、
一
時
金
に
含

ま
れ
る
産
科
医
療
補
償
制
度
掛

金
を
１
万
２
０
０
０
円
に
引
き

下
げ
、
本
人
の
負
担
額
を
軽
減

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
我

が
国
の
重
要
課
題
で
あ
る
少
子

化
対
策
に
お
い
て
、
子
育
て
の

ス
タ
ー
ト
期
に
当
た
る
出
産
時

の
経
済
的
な
支
援
策
の
強
化
は

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
全

世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
」

で
子
育
て
世
代
の
支
援
の
た
め

の
「
出
産
育
児
一
時
支
援
金
の

大
幅
な
増
額
」
と
、
そ
の
際
、

医
療
保
険
全
体
の
中
で
支
え
合

う
こ
と
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

現
在
の
負
担
に
見
合
う
形
に
出

産
育
児
一
時
金
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

提
出
者　

東
内
原　

と
も
子

出
産
育
児
一
時
金
の
増

額
を
求
め
る
意
見
書

出
産
育
児
一
時
金
の
増

額
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

児
童
生
徒
は
、
沖
縄
本
島
で

開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す

る
の
に
、
航
空
運
賃
や
宿
泊
費

な
ど
で
約
３
～
４
万
円
の
出
費

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
島
に
住
む
児
童

生
徒
は
県
大
会
に
出
場
す
る
際
、

航
空
運
賃
や
宿
泊
費
な
ど
の
出

費
は
な
く
、
同
じ
沖
縄
県
民
で

あ
り
な
が
ら
大
き
な
格
差
が
生

じ
て
い
る
。
離
島
の
児
童
生
徒

は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
た
め

県
大
会
の
出
場
や
、
部
活
動
を

す
る
こ
と
自
体
を
あ
き
ら
め
る

事
も
多
く
、
機
会
の
損
失
な
ど

の
潜
在
的
な
格
差
も
大
き
い
。

　

本
市
は
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
を
活
用
し
一
度
の
派
遣

で
８
０
０
０
円
を
補
助
し
て
い

る
が
家
庭
へ
の
負
担
は
ま
だ
ま

だ
大
き
い
。
派
遣
費
の
全
額
補

助
と
な
る
と
１
億
７
０
０
０
万

円
～
２
億
円
の
予
算
と
な
る
た

め
、
市
町
村
割
り
当
て
分
で
は

増
額
す
る
の
は
厳
し
い
現
状
が

あ
る
。
沖
縄
県
内
の
各
市
町
村

も
独
自
で
派
遣
費
の
補
助
を
し

て
い
る
が
、
補
助
率
や
要
件
な

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

　

厚
生
労
働
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

　

対
策
担
当
大
臣
、
少
子
化
対
策
担

　

当
大
臣

要
旨　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
大
流
行
の
影
響
に

よ
り
、
２
０
２
２
年
１
０
月
現

在
の
石
垣
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船

寄
港
回
数
は
０
回
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
経
済
や
観
光
産
業
へ

の
影
響
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
我
が
国
で
は
２
０
２

０
年
に
国
内
ク
ル
ー
ズ
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
策
定
さ
れ
、

運
航
が
順
次
再
開
し
て
い
る
が
、

国
際
ク
ル
ー
ズ
に
関
し
て
は
国

に
よ
り
堅
持
さ
れ
て
い
る
水
際

対
策
や
、
再
開
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
の
策
定
が
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
再
開
の
目

処
は
た
っ
て
い
な
い
。

　

本
市
新
港
地
区
で
は
港
湾
整

備
や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
は

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
水
際
対

策
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ

て
い
な
い
中
で
、
世
界
各
地
で

は
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
再
開
が
す

す
ん
で
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

復
調
に
向
か
っ
て
い
る
。
欧
米

の
船
社
は
各
国
を
巡
る
ワ
ー
ル

ド
ク
ル
ー
ズ
を
運
航
し
て
お
り
、

未
だ
に
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
受
け

提
出
者　

石
川　

勇
作

離
島
児
童
生
徒
の
県
大
会

派
遣
費
用
の
補
助
拡
大
を

求
め
る
意
見
書

離
島
児
童
生
徒
の
県
大
会

派
遣
費
用
の
補
助
拡
大
を

求
め
る
意
見
書

ど
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
離

島
の
中
で
も
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
国
境
に
接
す
る
離
島
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
島
に
人
々
が
住

み
続
け
る
た
め
に
も
、
子
ど
も

た
ち
が
格
差
な
く
活
動
が
で
き

る
よ
う
沖
縄
県
が
し
っ
か
り
と

現
状
を
把
握
し
、
す
べ
て
の
児

童
生
徒
が
負
担
な
く
県
大
会
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業
が
必

要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
県
内
の
離
島
格
差

を
是
正
し
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
が
負
担
な
く
県
大
会
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
沖
縄
県
と
し

て
、
県
大
会
に
つ
い
て
は
離
島

児
童
生
徒
の
派
遣
費
の
補
助
拡

大
を
し
て
頂
く
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

〇
提
出
先

　

沖
縄
県
知
事

〇
要
請

　

沖
縄
県
議
会
議
長
、
地
元
選
出

　

県
議
会
議
員
、
沖
縄
県
離
島
振
興

　

協
議
会

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

提
出
者　

長
山　

家
康

国
際
ク
ル
ー
ズ
船
早
期

　
再
開
に
関
す
る
意
見
書

国
際
ク
ル
ー
ズ
船
早
期

　
再
開
に
関
す
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果
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